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析することを試みた (図1) ｡ まず2個のポリエチレンビーズを内部に持つリポソー
ムを調製し､2本のレー ザー光で各々のビーズを補足し､一方のビー ズを一定速度
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図 1 光ピンセットを用いたビー ズによるリポソームの突起形成｡ 縮尺 :10pm
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リポソームの体積との関係を調べ,実験結果との比較を行った [5] ｡ 結果は,リポ
ソームからの周期的な水の排出が,膜の熱揺動により説明できることを示した｡
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図3 リポソームの繰り返し振動
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